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講演１ 「電波政策の動向について（仮題）」

（１３：４０～１４：２５）

総務省総合通信基盤局
電波部長 渡辺 克也

金沢大学理工研究域機械工学系
准教授 菅沼 直樹 氏

金沢大学では、2015年2月から国内の大学としては初となる自動運転自動車

の市街地での公道走行実験を開始した。また、2015年10月には、実験コースを
従来の６ｋｍから10倍近い延べ約60ｋｍへ拡張し実験を行っている。本講演では、
金沢大学が行っている実証実験の概要とその成果について紹介する。

株式会社小松製作所 執行役員
スマートコンストラクション推進本部

本部長 四家 千佳史 氏
建設産業において、少子高齢化は深刻な問題となっている。建設現場におけ

る人手不足解消、生産性向上に向けて建設機械メーカーの立場で、顧客の現場
をサポートする取り組みを紹介する。

「第５世代移動通信システム（５Ｇ）」や自動走行等の「次世代ＩＴＳ」の早期実現に向けた国内外の取組、

ロボット（ドローン等）の電波利用の高度化に向けた取組など、電波政策の動向について紹介する。

講演２ 「珠洲市における自動運転自動車の実証実験の概要とその成果」

（１４：２５～１５：１０）

講演３ 「コマツが描く顧客と共に創る建設現場の未来」
（１５：２５～１６：１０）

問合わせ先

少子高齢化による地域交通の問題や建設現
場等の人手不足解消に向けた産学官の取組の
中で、近年、自動運転・ロボット技術の進歩が注
目されるとともに自動運転やロボットの電波利用
の高度化の検討が進められています。

本セミナーでは、これらの最新事例、今後の電
波政策の動向等についてご紹介します。

平成28年度情報通信月間行事

申し込み先 北陸情報通信協議会のホームページ（http://www.hokurikutelecom.jp/）より
お申し込み下さい。


